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1． 結果の概要：前期比では+1.0％とやや微増  

2月 12日、英国国家統計局（ＯＮＳ）はＧＤＰの一次速報値（first quarterly estimate）およ

び月次ＧＤＰを公表し、結果は以下の通りとなった。 

【2020年 10-12月期実質ＧＤＰ、季節調整値）】 

・前期比は+1.0％、予想1（0.5％）より上振れ、前期（16.1％）から減速した（図表 1・2） 

・前年同期比は▲7.8％、予想（▲8.1％）より上振れ、前期（▲8.7％）から改善した 

【月次実質ＧＤＰ（10-12月）】 

・前月比は 10月+0.6％、11月▲2.3％、12月+1.2％と、一進一退の動きとなっている 

（図表 1） 

 

（図表 2） 

 

 

2． 結果の詳細：封じ込め政策強化で 11 月以降は伸び悩み 

英国の実質成長率は、新型コロナの影響を大きく受けた1-3月期に前期比▲2.9％、4-6月期に同

▲19.0％と2四半期連続で急減した後、7-9月期は同+16.1％と反発、10-12月期も同+1.0％（年率

換算+4.0％）とプラス成長を維持し、2四半期連続で回復するという経路を辿った。ただし、前年

同期比では▲7.8％にとどまっており、ユーロ圏主要国と比較しても相対的に低い状況にある（前

掲図表2）。なお、2020年暦年で見たときの実質成長率は▲9.9％（前年+1.4％）と2桁近いマイナ

スとなった。 

月次ＧＤＰの動きを追うと（図表 3）、4 月に底を付けた後、5 月以降は順調に回復していたが、

 
1 bloomberg 集計の中央値。以下の予想も同様。 
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11 月に再びマイナス成長に落ち込んでいる。12 月には再度プラスとなっているが、これは、イン

グランドで 11 月 5 日から 2 回目のロックダウンを実施、12 月に解除したことに鑑みれば封じ込め

政策の厳しさと整合的に動いていると言える。なお、12月のロックダウン解除後も、比較的厳しい

封じ込め政策が実施されており、月次ＧＤＰの水準を見ても 12 月の水準は 9 月の水準よりも低い

状態にある。 

図表 4 には細かい産業分類における月次ＧＤ

Ｐの前年同月比を 10 月から 12 月まで示してい

る。10-12月期は一貫して住居・飲食、芸術・娯

楽、その他サービスが大きく落ち込んでおり、ま

た、11 月のロックダウンでその落ち込み幅が拡

大していることも読み取れる。 

なお、英国では変異株の感染拡大が急速に進

んでおり、今年 1 月 5 日からイングランドで 3

回目となるロックダウンに踏み切っている。3回

目のロックダウンは 2 回目よりも厳しい措置で

あることから、これらのサービス産業については、1月以降さらに下落幅を拡大する公算が高い。 

成長率を需要項目別に確認すると、10-12 月期では、個人消費が前期比▲0.2％（前年同期比▲

5.8％）、政府支出が同+6.4％（▲0.1％）、投資が同+2.1％（▲0.6％）、輸出が同+0.1％（▲7.7％）、

輸入が同+8.9％（+2.8％）となり、個人消費は前期比でもマイナスとなった。なお、在庫等は前年

同期比寄与度で+3.24％ポイント（前期は▲0.21 ポイン

ト）、純輸出は同+1.72％（前期は+4.51％ポイント）であ

り、前年同期比では在庫や輸入がＧＤＰを押し上げてい

る（前掲図表 1）。 

最後に名目ＧＤＰを確認すると、10-12 月期は前期比

+1.6％（前年同期比▲2.1％）となった。所得別に確認す

ると（図表 5）、営業余剰は前期と比較してやや減少した

ものの、雇用者報酬やその他所得、税・補助金はいずれも

増加している。特に雇用者報酬については、雇用維持政

策が底堅い推移に貢献していると見られる。 

（図表 3） 

 

（図表 4） 

 

（図表 5） 

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提

供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。  
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